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近世の若者入りは 15 歳であり、それが「大人」になることでもあった。しかし、20 世紀の初頭
には、壮丁年齢の満 20 歳を「大人」と見なすよう変わっていった。満 20 歳の壮丁検査の後には、
一人前の大人への通過儀礼として登楼することも慣行化した。 
「青年」年齢については、当時、さまざまな見解があった。たとえば、山本滝之助は 15 歳から
























































らはいくつかの課題が指摘された。ここでは以下の 3 点について指摘しておく。 
①「社会改良」について 
 本論文の問題設定は、「社会」を「改良」する主体としての若者／青年、もしくは若者組／青年
会・青年団について論じることである。しかしながら、夜学や青年会・青年団で学んだ地域社会の
青年たちが、どのような理念をもってどのように社会を改良したのかについては論じるところが少
ない。個々の青年像に迫る分析を増やすべきである。 
②研究対象とする時期の範囲について 
本論文は研究対象の時期の範囲を「明治初期から昭和初期の大日本青年団の設立まで（6 頁）」
としているにもかかわらず、昭和に入ってからの時代の分析が薄い。本格的には論じることができ
なかったとしても、見通しをつける検討がなされていれば、より長いタイムスパンで「社会改良」
の推移と帰結を位置付けることができたのではないだろうか。 
③本論文の構成について 
 豊富な論点を整理しきれず、本論文が描き出そうとする歴史像が不鮮明である。本論文の構成に
ついて、より工夫することによって、簡潔で説得力のある論文になったと考えられる。全体の構成
を整序する必要があったのではないか。 
 
総評 
以上のような課題は存在するものの、本論文は停滞感のある近代青年団運動史研究に新たな活力
を生み出すものと評価できる。審査員一同は、及川清秀氏の提出論文を博士（歴史民俗資料学）の
学位を授与するに相応しい内容と評価する。 
 
